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人財の確保・定着、付加価値の適正分配 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで生活改善を実現しよう 

２０２４年 ３月 ６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合中国地協は２月２６日、岡山市内で「２０２４春闘学習会」を開催し、加盟単

組が２０２４春闘の取り組みに対して意思統一を図るとともに、人財の確保・定着に繋が

る賃上げの実現をめざす決意を固めあった。 

集会には、加盟単組（ＪＲ西労組、後藤工業労組、ジェイアール

西日本中国メンテック労組、ジェイアール西日本中国交通サービ

ス労組、ホテルグランヴィア広島労組、広成建設労組）の代表者

らが結集した。ＪＲ連合からは住吉一家労働政策局長が参加した。 

大川達也事務局長（ＪＲ西労組米子地本執行委員長）の開会あ

いさつ後、主催者を代表してあいさつした石松大介議長（ＪＲ西

労組広島地本執行委員長）は、ＪＲグループがコロナ禍からの回

復基調にある中でも、離職者数が高止まりしている実態を懸念し、

「２０２４春闘では、人財の確保・定着に資する賃上げや労働条

件の改善を図る必要がある」との認識を示した。そして、「２０２４春闘は労働組合にとっ

て正念場であり、加盟単組がＯＮＥ ＴＥＡＭで闘い抜こう」と呼びかけた。 

学習会では、住吉労働政策局長がＪＲ連合の２０２４春季生活闘争方針を説明し、「物価

上昇は賃上げ根拠の一つであるが全てではなく、コロナ禍の如何を問わず、産業の維持・発

展に努力してきた組合員に報いるべきだ」との基本認識を示し、「デフレマインド払拭・マ

インド変革を果たすためにも、組合員一人ひとりが意識を変えてほしい」と訴えた。 

学習会では、参加した各加盟単組が、それぞれの要求方針や課題を報告し、「企業統合に

よる労働条件の差異解消」「労働力不足や

２０２４年問題への対応」「診療報酬改定

への対応」「定年や永年勤続表彰の見直し」

「扶養手当や住宅手当見直しへの対応」な

ど、特徴的な課題に対しては、積極的な質

疑を通して各単組間で課題を共有した。 

最後に、友景克典副議長（ＪＲ西労組中

バス地本執行委員長）の閉会あいさつを受

け、石松議長の団結ガンバローで決意を固

めあった。 
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